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(57)【要約】
　本発明は、－　異なるが相互に関係付けられた少なく
とも２つの外観を有し、かつ第１の方向（４０）に沿っ
て交互に配置された多数の表面部分（２６、２８；４６
、４８）を備える第１の表示部材（２２；４２）と、－
　第１の表示部材（２２；４２）から発する可視光線（
４４）を調節する調光構造体（３０、３２；３６、３８
）を備える第２の表示部材（２４；３４）とを具備する
薬物送達デバイス用の表示装置であって、－　ここで、
第１の表示部材（２２；４２）および第２の表示部材（
２４；３４）は、相互に関係付けられた外観の少なくと
も２つの表面部分（２６、２８；４６、４８）が同時に
見えるように、かつ／または見えないようにするために
、第１の方向（４０）に沿って相互に可動に配設される
、上記表示装置に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　異なるが相互に関係付けられた少なくとも２つの外観を有し、かつ第１の方向（４
０）に沿って交互に配置された多数の表面部分（２６、２８；４６、４８）を備える第１
の表示部材（２２；４２）と、
　－　第１の表示部材（２２；４２）から発する可視光線（４４）を調節する調光構造体
（３０、３２；３６、３８）を備える第２の表示部材（２４；３４）と
を具備する薬物送達デバイス用の表示装置であって、
　－　ここで、第１の表示部材（２２；４２）および第２の表示部材（２４；３４）は、
相互に関係付けられた外観の少なくとも２つの表面部分（２６、２８；４６、４８）が同
時に見えるように、かつ／または見えないようにするために、第１の方向（４０）に沿っ
て相互に可動に配設される上記表示装置。
【請求項２】
　第１の表示部材（２２）および第２の表示部材（２４；３４）は、実質的に重なり合う
構成として、互いからある距離（５０）のところに配置される請求項１に記載の表示装置
。
【請求項３】
　第１の表示部材（２２）および第２の表示部材（２４；３４）は、相互に関係付けられ
た第１の表示部材（２２；４２）のすべての表面部分（２６、２８；４６、４８）が選択
的に見えるようにかつ／もしくは選択的に見えないように設計される、かつ／または相互
に配置可能である請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　第１の表示部材（２２；４２）の少なくとも一部（２６、２８；４６、４８）は、可視
スペクトル中の光（４４）に対して実質的に反射性または透過性である請求項１～３のい
ずれか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　相互に関係付けられた第１の表示部材（２２；４２）の表面部分（２６、２８；４６、
４８）は、第１の方向（４０）に沿って周期的に配置される請求項１～４のいずれか１項
に記載の表示装置。
【請求項６】
　調光構造体（２４；３４）は、第１の表示部材（２２；４２）の大きさ、および／また
は第１の表示部材（２２；４２）の相互に関係付けられた表面部分（２６、２８；４６、
４８）の間の距離に対応する請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　第１の表示部材（２２；４２）の表面部分（２６、２８；４６、４８）の周期性は、第
２の表示部材（２４；３４）の調光構造体の周期性に適合する請求項５または６に記載の
表示装置。
【請求項８】
　調光構造体（２４）は、第１の方向（４０）に沿って配置された少なくとも２つの開口
部（３２）を備える請求項１～７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　調光構造体（３４）は、第１の方向（４０）に沿って配置された、少なくとも２つの光
回折部分および／または光反射部分（３６、３８）を備える請求項１～８のいずれか１項
に記載の表示装置。
【請求項１０】
　調光構造体（４２）は、第１の方向（４０）に沿って隣接して配置された少なくとも２
つの拡大レンズ部分（３６）を備える請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　第１の表示部材（２２；４２）の表面部分（２６、２８；４６、４８）は、それらの色
によって、符号、数字および／または文字によって相互に関係付けられる請求項１～１０
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のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　第１の表示部材（２２；４２）および／または第２の表示部材（２４）は、薬物送達デ
バイス（１０）のハウジング構成要素（１２）に組み込まれる請求項１～１１のいずれか
１項に記載の表示装置。
【請求項１３】
　薬剤の用量を投薬するための薬物送達デバイスであって、
　－　ハウジング（１２、１４）と、
　－　前記ハウジング（１２）内に配置され、ハウジング（１２、１４）内に配置される
カートリッジ（１６）のピストンと動作可能に係合するピストン・ロッドを備える駆動機
構（１１）と、
　－　ハウジング（１２、１４）の中または上に見えるように配置された、請求項１～１
２のいずれか１項に記載の表示装置（２０）と
を備える薬物送達デバイス。
【請求項１４】
　表示装置（２０）は、プライミングの指示、最後の用量の指示および／またはキャップ
閉鎖の指示のうちの少なくとも１つを提供するように適合される請求項１３に記載の薬物
送達デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬物送達デバイス用の表示装置に関し、詳細には、ペン型注射器の使用条件
または様々な状態を示す表示要素に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液体薬剤の単回用量または複数回用量を設定し投薬するための薬物送達デバイスは、当
技術分野ではそれなりによく知られている。一般的に、そうしたデバイスは、通常のシリ
ンジと実質的に同様の目的を有する。
【０００３】
　薬物送達デバイス、特にペン型注射器は、いくつかの使用者に特有の要件を満たさなけ
ればならない。たとえば、糖尿病のような慢性疾患に悩まされる患者の場合、患者は身体
的に弱っている可能性があり、また視力が悪くなっている可能性もある。したがって、在
宅での薬物治療のために特別に設計され、意図された適切な薬物送達デバイスは、構造が
堅牢である必要があり、また使用しやすくすべきである。さらに、デバイスおよびその構
成要素の操作および一般的な取り扱いは、明瞭で容易に理解できるようにすべきである。
特に薬剤の用量の設定および投薬は、実行しやすくすべきであり、安全かつ確実でなけれ
ばならない。
【０００４】
　通常、そうした薬物送達デバイスは、投薬される薬剤で少なくとも部分的に充填された
カートリッジを受けるように適合されたハウジングを備える。デバイスは、通常はカート
リッジのピストンと動作可能に係合するように適合された変位可能なピストン・ロッドを
有する、駆動機構をさらに備える。駆動機構およびそのピストン・ロッドによって、カー
トリッジのピストンを遠位または投薬方向に変位させることができ、したがって、所定量
の薬剤を、薬物送達デバイスのハウジングの遠位端部、たとえばカートリッジ・ホルダと
解放可能に連結すべき穿孔組立体を介して排出することができる。
【０００５】
　特に身体的または視覚的に障害のある使用者もしくは患者の場合、デバイスの正確な取
り扱いが難しいことがある。さらに、特に空のカートリッジの交換の前または後に、最初
もしくは最後の用量を設定し投薬すべきであること、または開始のプライミング手順を実
行しなければならないことを患者に知らせなければならない。さらに、デバイスは、使用
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者または患者にデバイスの実際の状態および構成を知らせるために、目に見えるまたは読
取り可能なインジケータもしくは表示要素を備えることがある。そうした情報は、視覚的
に障害のある人でも、はっきりとかつ明確に判読可能であるべきである。
【０００６】
　たとえば特許文献１は、用量スケールの読取りを支援する拡大用の光学素子を備えたペ
ン型注射器を開示している。
【０００７】
　さらに、特許文献２は、設定された投薬量の値の判読しやすさを高めるために、好まし
くは選択された投薬量の設定値を誤って読み取ることを防止するために、一緒に相互に作
動する第１および第２のレンズ装置を開示している。
【０００８】
　そうした光学的な補助物によって、薬物送達デバイスの確実かつ安全な取り扱いならび
に動作を向上させることができる。しかしながら、デバイスの種々の状態を視覚的に示す
には、常に、表示されるかつ／または拡大されるべき情報を伝える光学的な補助物および
表示部材を、比較的大きく相互に変位させる必要がある。通常、様々な構成要素の空間的
な相対変位は、少なくとも表示されるべき情報の大きさの範囲内である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】ＤＥ１０１０６３６７Ａ１
【特許文献２】ＷＯ２０１０／０２０３１１Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、本発明の目的は、表示部材および光学的な補助物の最小限の変位に基づい
て、異なる構成またはデバイスの状態を表示するように適合された、改善された表示装置
を提供することである。さらに、本発明による表示装置は、堅牢で信頼性があるだけでな
く、製造および組立に関して費用効率が高いものとすべきである。
【００１１】
　また、表示装置は、容易に判読可能であるべきであり、かつ種々の情報を大きいコント
ラストで視覚的に提供すべきである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、薬物送達デバイス用の表示装置に関する。表示装置は、多数の表面部分を有
する第１の表示部材を備え、表面部分は、好ましくは第１の表示部材の表面上に規則的に
配置される。様々な表面部分は、異なるが相互に関係付けられた少なくとも２つの外観を
備え、さらに、第１の表示部材の可視表面上に第１の方向に沿って交互に配置される。表
示装置は、第１の表示部材から発する可視光線を調節する調光構造体を備える第２の表示
部材をさらに有する。
【００１３】
　第１の表示部材および第２の表示部材は、相互に関係付けられた外観の少なくとも２つ
の表面部分が同時に見えるように、かつ／または同時に見えないようにするために、第１
の方向に沿って相互に可動に配設される。特に、第１の表示部材は、情報を含むか、また
は使用者に対して表示される情報でインプリントされ、第２の表示部材は、実質的に光学
的な補助物としての役目を果たす。
【００１４】
　特に、第１の表示部材は、相互に関係付けられた表面部分で反射する少なくとも２つの
異なる情報担体を備える。たとえば、第１の表示部材は、細分化されているが規則的な、
たとえば相互に互い違いに配置された状態で第１の表示部材上にインプリントされた、２
つ以上の符号を備える。第２の表示部材の調光構造体は、細分化された情報に適合し、第
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１の表示部材および第２の表示部材の相互の位置または動きに応じて、第１の符号に関連
するそうしたフラグメントまたは表面部分が互いに補完して第１の符号が見えるようにす
ると同時に、第２の符号が見えないようにする。同様に、第１の表示部材および第２の表
示部材を互いに対して変位させることによって、第１の符号が見えなくなる代わりに、第
２の符号に関連する表面部分が見えるようにすることができる。
【００１５】
　特に、第１の表示部材は、空間的に分布させた表面部分を備え、表面部分の少なくとも
一部は相互に関係付けられ、互いに補完して、所定の情報、たとえば第１の情報を示す。
第１の表示部材の他の表面部分は、異なる方法で配置することができ、やはり相互関係を
有するが、異なる情報、たとえば第２の情報を構成するかつ／また補完するように働くこ
とができる。そのそれぞれが特定の情報に関連する相互に関係付けられた表面部分を、交
互にかつ選択的に見えるようにする、かつ／または見えないようにするのに、第１の表示
部材および第２の表示部材を相互に、単一の表面部分の大きさによって決まる距離だけ変
位させるまたは動かすだけでよい。
【００１６】
　表示装置によって提供される情報の全体の大きさは、表面部分の大きさに比べて複数倍
大きくすることができる。したがって、あらかじめ、第１の表示部材および第２の表示部
材をかなり小さく最小限に相対的に動かすことによって、表示装置全体、ならびに／また
はその第１の表示部材および／もしくは第２の表示部材の外観全体を変化させることを達
成することができる。
【００１７】
　このように、数ミリメートルまたは数センチメートルもの範囲の大きさを特色とする表
示装置全体の外側の外観を完全に変化させるのに、１～２ｍｍ以下の範囲内の相対的な動
きで十分とすることができる。このように、第１の表示部材および第２の表示部材の最小
限の変位によって、かなり大きく、はっきりと目に見え、コントラストが高められた表示
の変更形態を提供することができる。
【００１８】
　第１の実施形態によれば、第１の表示部材および第２の表示部材は、実質的に重なり合
う構成として、互いからある距離のところに配置される。好ましくは、第１の表示部材お
よび第２の表示部材の表面は、実質的に同等である。第１の表示部材および第２の表示部
材は、平坦または滑らかな形の幾何形状のものとすることが可能である。あるいは、第１
の表示部材および第２の表示部材は、弧形または円筒の幾何形状を含むことができる。第
１の表示部材および第２の表示部材は、好ましくは、そのそれぞれの表面の垂線が実質的
に互いに平行に延びるような、ある種の重なり合う構成に配置される。
【００１９】
　第１の表示部材と第２の表示部材の間の距離は、第１の表示部材の相互に関係付けられ
た外観の表面部分の配置の設計および幾何形状に応じて異なってもよい。距離はさらに、
第２の表示部材の光学的な調光特性に依存するようにすること、または光学的な調光特性
と関連付けることが可能である。
【００２０】
　他の態様によれば、第１の表示部材および第２の表示部材は、相互に関係付けられた第
１の表示部材のすべての表面部分が選択的に見えるようにかつ／もしくは選択的に見えな
いように設計される、かつ／または相互に配置可能である。こうして、第１の表示部材お
よび第２の表示部材の相互の位置または向きに応じて、好ましくは第１の情報に属するす
べての表面部分が見えるようになると同時に、異なる第２の情報に関連する表面部分が見
えないようになる。第１の表示部材および第２の表示部材を相互に変位させることによっ
て、第１の情報が見えず、第２の情報の情報が見える反対の構成を得ることができる。
【００２１】
　第１の表示部材および第２の表示部材は、表示装置およびその表示部材の全体的な幾何
形状に応じて、互いに対して摺動変位可能かつ／または回転変位可能にすることができる
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。
【００２２】
　他の実施形態によれば、第１の表示部材の少なくとも一部は、可視スペクトル中の光に
対して実質的に反射性または透過性である。第１の表示部材が反射性である場合、表示装
置全体が、反射の幾何形状で動作するように設計される。第１の表示部材が、可視スペク
トル中の光に対して実質的にまたは少なくとも部分的に透過性である場合、表示装置を透
過の幾何形状で駆動することもできる。さらに第１の表示部材は、透過性である選択され
た表面部分を備えることができるが、他の表面部分は実質的に反射性である。透過性の表
示部材および／または表面部分は、薬物送達デバイスおよび／または表示装置が、たとえ
ば薬物送達デバイスの特定の状態または構成を示すために内部光源を備える実施形態にお
いて、特に有益なものである。
【００２３】
　第１の表示部材および／またはその表面部分が実質的に不透明であるとき、したがって
、反射の幾何形状のみで動作させることが意図されるときには、それに応じて、第２の表
示部材は、可視スペクトル中の光の２方向の透過を可能にするように設計される。そうし
た構成では、光源、たとえば周辺光が外部からもたらされ、したがって、第１の表示要素
に対して提供された情報を読み取るための光は、第１の表示部材の表面で反射された後、
第２の表示部材によって調節されるように、第２の表示部材を通って伝わる。こうして、
第２の表示部材は、入射する照明、ならびに第２の表示部材の下に配設された第１の表示
部材から反射される光を調節するように働くことができる。
【００２４】
　他の好ましい実施形態によれば、相互に関係付けられた第１の表示部材の表面部分は、
第１の方向に沿って周期的に配置される。また、表示装置によって表示される異なる情報
の数に応じて、第１の表示部材は、近くもしくは隣りに位置する表面部分が相互に関係付
けられ、または周期的なかつ／もしくは交互の形でそれぞれの情報に割り当てられた、そ
れぞれのグループの表面部分または区画に分割される。好ましくは、表面部分は、少なく
とも第１の方向に沿った実質的に等しい大きさのものである。こうして、第１の表示部材
および第２の表示部材の等距離の変位によって、それぞれの情報が完全に見えるように、
または見えないようにすることができる。
【００２５】
　たとえば、第１の表示部材が、たとえば異なる色または異なる符号として、異なる３つ
の情報を提供するように設計される場合、そのそれぞれが第１、第２および第３の情報に
相互に関係付けられた第１、第２および第３の表面部分が、それぞれ第１の方向に沿って
、繰り返し周期的な形で、たとえば：第１、第２、第３；第１、第２、第３；第１、…の
形で配置される。
【００２６】
　さらなる実施形態では、調光構造体は、第１の表示部材の大きさ、および／または第１
の表示部材の相互に関係付けられた表面部分の間の距離に対応する。特に、相互の配置、
とりわけ第１の表示部材および第２の表示部材の相互の距離および向き、ならびに第１の
表示部材および第２の表示部材の個々の設計は、特定の情報を視覚的に示すために、第２
の表示部材の調光構造体が、相互に関係付けられた第１の表示部材のすべての表面部分を
実質的に見えるようにすること、および／または実質的に見えないようにすることが可能
になるように選択される。
【００２７】
　この目的のために、別の好ましい実施形態によれば、第１の表示部材の表面部分の周期
性は、第２の表示部材の調光構造体の周期性に適合する。第２の表示部材の調光構造体は
、第１の表示部材の表面部分の大きさと比べて、実質的に等しい大きさにすることができ
る。しかしながら、第１の表示部材と第２の表示部材の間の光路に応じて、第１の表示部
材および第２の表示部材の幾何的な大きさまたは周期的な構造は異なってもよい。
【００２８】
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　さらなる実施形態によれば、第２の表示部材の調光構造体は、所定の距離の方式に従っ
て、第１の方向に沿って配置された少なくとも２つの開口部を備える。開口部は通常、幾
何形状および大きさにおいて、第１の表示部材の表面部分の幾何形状および配置に適合す
る。特に、調光構造体の開口部は、吸光カバー部分によって隔てられる。
【００２９】
　さらに好ましい態様では、第２の表示部材の調光構造体は、第１の方向に沿って配置さ
れた、少なくとも２つの光回折部分および／または光反射部分を備える。特に、調光装置
は、屈折性または回折性の光学的構成要素を備えることができ、それを経由して、第１の
表示部材から発する光を空間的に調節し、第１の表示部材の選択された表面部分が選択的
に見えないように、かつ／または見えるようにすることが可能である。調光装置は、振幅
および／または位相の調節手段を備えることができ、さらに静的または動的で再構築可能
な調光装置を提供することができる。
【００３０】
　好ましくは、調光装置は静的なタイプのものであり、したがって、第１の表示部材上に
提供される選択された情報を、選択的に見えるように、かつ／または見えないようにする
ために、第１の表示部材および／または第２の表示部材に関する相互の変位を必要とする
。
【００３１】
　好ましい実施形態では、調光装置は、第１の方向に沿って隣接して配置された少なくと
も２つの拡大レンズ部分を備える。したがって、調光構造体は、好ましくは第１の表示部
材から離れる方向を向く、波形のまたは起伏のある表面を特色とするレンズのような構成
要素を備えることができる。拡大レンズ部分は、通常は凸形または平凸形のものであり、
下に位置する第１の表示部材の表面部分を拡大する。
【００３２】
　さらに好ましい実施形態では、第１の表示部材の表面部分は、それらの色、符号、数字
および／もしくは文字によって、または任意の他の種類の視覚的に表示可能な情報によっ
て相互に関係付けられる。特に、第１の表示部材は、第１の方向に沿って周期的かつ交互
に配置された赤色または緑色の多数の縞を備えることができる。その場合、第１の表示部
材および第２の表示部材の相互の位置および／または向きに応じて、表示装置全体が、完
全に赤色または完全に緑色に見えるようにすることができる。
【００３３】
　さらに他の実施形態では、第１の表示部材および／または第２の表示部材は、薬物送達
デバイスのハウジング構成要素に組み込まれる。好ましくは、第２の表示部材は、薬物送
達デバイスおよび／またはそのハウジング構成要素の外側周縁部にインプリントすること
ができる。その場合、第２の表示部材は、第１の表示部材の相互に関係付けられた表面部
分を選択的に見えるように、かつ／または選択的に見えないようにするために、ハウジン
グ構成要素上に第１の方向に沿って変位可能に配置することができる。薬物送達デバイス
の全体的な幾何形状および設計に応じて、第１の方向は、たとえば管形のペン型注射器の
軸方向または周縁部に沿った方向を向くことができる。
【００３４】
　あるいは、表示装置は、薬物送達デバイスのハウジングに解放可能に取り付けられる追
加のデバイスとして設計することが可能である。表示装置は、使用者または患者に、プラ
イミング手順の実行などの特定の動作を行うこと、または保護キャップをデバイスの遠位
の注射用の端部に戻すことを知らせるインジケータとして働くことができる。
【００３５】
　さらなる独立した態様では、本発明はまた、薬剤の用量を投薬するための薬物送達デバ
イスに関する。デバイスは、ハウジングおよび前記ハウジング内に配置された駆動機構を
備える。駆動機構は、カートリッジのピストンと動作可能に係合する少なくとも１つのピ
ストン・ロッドを備える。カートリッジは通常、ハウジングの中、または一般的にはカー
トリッジ・ホルダとして示されるハウジング構成要素の中に配置される。薬物送達デバイ
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スは、ハウジングの中または上に見えるように配置された前述の表示装置をさらに備える
。
【００３６】
　好ましい実施形態では、表示装置は、プライミングの指示、最終停止の指示および／ま
たはキャップ閉鎖の指示のうちの少なくとも１つを提供するように適合される。それはさ
らに、第１の表示部材および／または第２の表示部材の少なくとも１つが、薬物送達デバ
イスおよび／またはその駆動機構の少なくとも１つの機能的かつ／または変位可能な構成
要素と動作可能に連結されるときには、特に有益なものとなる。たとえば第１の表示部材
が駆動機構と動作可能に連結される場合、多くの用量が設定され投薬された後、駆動機構
および／またはそのピストン・ロッドが特徴的な構成または位置に達するとすぐに、最後
の用量の指示を自動的に提供することができる。
【００３７】
　さらに、第１の表示部材および第２の表示部材の相互の変位は、使用者自身によって完
全に行われ達成されることがあり得る。たとえば、表示装置を注意喚起デバイスとして使
用し、定められた用量の薬剤が既に摂取されているかどうか、または次の用量の注射を行
うことになっているかどうかを使用者に知らせることができる。
【００３８】
　本明細書で使用する用語「薬物」または「薬剤」は、少なくとも１つの薬学的に活性な
化合物を含む医薬製剤を意味し、
　ここで、一実施形態において、薬学的に活性な化合物は、最大１５００Ｄａまでの分子
量を有し、および／または、ペプチド、タンパク質、多糖類、ワクチン、ＤＮＡ、ＲＮＡ
、酵素、抗体もしくはそのフラグメント、ホルモンもしくはオリゴヌクレオチド、または
上述の薬学的に活性な化合物の混合物であり、
　ここで、さらなる実施形態において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、または糖尿病
性網膜症などの糖尿病関連の合併症、深部静脈血栓塞栓症または肺血栓塞栓症などの血栓
塞栓症、急性冠症候群（ＡＣＳ）、狭心症、心筋梗塞、がん、黄斑変性症、炎症、枯草熱
、アテローム性動脈硬化症および／または関節リウマチの処置および／または予防に有用
であり、
　ここで、さらなる実施形態において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病または糖尿病性
網膜症などの糖尿病に関連する合併症の処置および／または予防のための少なくとも１つ
のペプチドを含み、
　ここで、さらなる実施形態において、薬学的に活性な化合物は、少なくとも１つのヒト
インスリンもしくはヒトインスリン類似体もしくは誘導体、グルカゴン様ペプチド（ＧＬ
Ｐ－１）もしくはその類似体もしくは誘導体、またはエキセンジン－３もしくはエキセン
ジン－４もしくはエキセンジン－３もしくはエキセンジン－４の類似体もしくは誘導体を
含む。
【００３９】
　インスリン類似体は、たとえば、Ｇｌｙ（Ａ２１），Ａｒｇ（Ｂ３１），Ａｒｇ（Ｂ３
２）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ３），Ｇｌｕ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ２
８），Ｐｒｏ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ａｓｐ（Ｂ２８）ヒトインスリン；Ｂ２８位に
おけるプロリンがＡｓｐ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ、Ｖａｌ、またはＡｌａで置き換えられており
、Ｂ２９位において、ＬｙｓがＰｒｏで置き換えられていてもよいヒトインスリン；Ａｌ
ａ（Ｂ２６）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ２８－Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ２
７）ヒトインスリン、およびＤｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリンである。
【００４０】
　インスリン誘導体は、たとえば、Ｂ２９－Ｎ－ミリストイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトイ
ンスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－
ミリストイルヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイルヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－
ミリストイルＬｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－パルミトイル－Ｌ
ｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－ミリストイル－ＴｈｒＢ２９Ｌｙ
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ｓＢ３０ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－パルミトイル－ＴｈｒＢ２９ＬｙｓＢ３０ヒトイ
ンスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－パルミトイル－Ｙ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－リトコリル－Ｙ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン、およびＢ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）ヒトインスリンで
ある。
【００４１】
　エキセンジン－４は、たとえば、Ｈ－Ｈｉｓ－Ｇｌｙ－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈ
ｅ－Ｔｈｒ－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｌｅｕ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－Ｇｌｎ－Ｍｅｔ－Ｇｌｕ－Ｇｌ
ｕ－Ｇｌｕ－Ａｌａ－Ｖａｌ－Ａｒｇ－Ｌｅｕ－Ｐｈｅ－Ｉｌｅ－Ｇｌｕ－Ｔｒｐ－Ｌｅ
ｕ－Ｌｙｓ－Ａｓｎ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒ
ｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－ＮＨ２配列のペプチドであるエキセンジン－４（１－３９
）を意味する。
【００４２】
　エキセンジン－４誘導体は、たとえば、以下のリストの化合物：
　Ｈ－（Ｌｙｓ）４－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ２、
　ｄｅｓＰｒｏ３６エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－（１－３９
）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）；または
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－（１－３９
）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）、
（ここで、基－Ｌｙｓ６－ＮＨ２が、エキセンジン－４誘導体のＣ－末端に結合していて
もよい）；
【００４３】
　または、以下の配列のエキセンジン－４誘導体：
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　ｄｅｓＰｒｏ３６エキセンジン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ２（ＡＶＥ００１０
）、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－
Ｌｙｓ６－ＮＨ２、
　ｄｅｓＡｓｐ２８Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８エキセンジン－４（１－３９）
－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（
１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８
］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ２、
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５］エ
キセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ２、
　ｄｅｓＭｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８エキセンジ
ン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）
１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－Ｌｙｓ６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２
８］エキセンジン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ２、
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔ
ｒｐ（Ｏ２）２５］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
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　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（Ｓ１－３９）－（Ｌｙｓ）６－Ｎ
Ｈ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）
６－ＮＨ２；
または前述のいずれか１つのエキセンジン－４誘導体の薬学的に許容される塩もしくは溶
媒和化合物
から選択される。
【００４４】
　ホルモンは、たとえば、ゴナドトロピン（フォリトロピン、ルトロピン、コリオンゴナ
ドトロピン、メノトロピン）、ソマトロピン（ソマトロピン）、デスモプレシン、テルリ
プレシン、ゴナドレリン、トリプトレリン、ロイプロレリン、ブセレリン、ナファレリン
、ゴセレリンなどの、Ｒｏｔｅ　Ｌｉｓｔｅ、２００８年版、５０章に列挙されている脳
下垂体ホルモンまたは視床下部ホルモンまたは調節性活性ペプチドおよびそれらのアンタ
ゴニストである。
【００４５】
　多糖類としては、たとえば、グルコサミノグリカン、ヒアルロン酸、ヘパリン、低分子
量ヘパリン、もしくは超低分子量ヘパリン、またはそれらの誘導体、または上述の多糖類
の硫酸化形態、たとえば、ポリ硫酸化形態、および／または、薬学的に許容されるそれら
の塩がある。ポリ硫酸化低分子量ヘパリンの薬学的に許容される塩の例としては、エノキ
サパリンナトリウムがある。
【００４６】
　抗体は、基本構造を共有する免疫グロブリンとしても知られている球状血漿タンパク質
（約１５０ｋＤａ）である。これらは、アミノ酸残基に付加された糖鎖を有するので、糖
タンパク質である。各抗体の基本的な機能単位は免疫グロブリン（Ｉｇ）単量体（１つの
Ｉｇ単位のみを含む）であり、分泌型抗体はまた、ＩｇＡなどの２つのＩｇ単位を有する
二量体、硬骨魚のＩｇＭのような４つのＩｇ単位を有する四量体、または哺乳動物のＩｇ
Ｍのように５つのＩｇ単位を有する五量体でもあり得る。
【００４７】
　Ｉｇ単量体は、４つのポリペプチド鎖、すなわち、システイン残基間のジスルフィド結
合によって結合された２つの同一の重鎖および２本の同一の軽鎖から構成される「Ｙ」字
型の分子である。それぞれの重鎖は約４４０アミノ酸長であり、それぞれの軽鎖は約２２
０アミノ酸長である。重鎖および軽鎖はそれぞれ、これらの折り畳み構造を安定化させる
鎖内ジスルフィド結合を含む。それぞれの鎖は、Ｉｇドメインと呼ばれる構造ドメインか
ら構成される。これらのドメインは約７０～１１０個のアミノ酸を含み、そのサイズおよ
び機能に基づいて異なるカテゴリー（たとえば、可変すなわちＶ、および定常すなわちＣ
）に分類される。これらは、２つのβシートが、保存されたシステインと他の荷電アミノ
酸との間の相互作用によって一緒に保持される「サンドイッチ」形状を作り出す特徴的な
免疫グロブリン折り畳み構造を有する。
【００４８】
　α、δ、ε、γおよびμで表される５種類の哺乳類Ｉｇ重鎖が存在する。存在する重鎖
の種類により抗体のアイソタイプが定義され、これらの鎖はそれぞれ、ＩｇＡ、ＩｇＤ、
ＩｇＥ、ＩｇＧおよびＩｇＭ抗体中に見出される。
【００４９】
　異なる重鎖はサイズおよび組成が異なり、αおよびγは約４５０個のアミノ酸を含み、
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δは約５００個のアミノ酸を含み、μおよびεは約５５０個のアミノ酸を有する。各重鎖
は、２つの領域、すなわち定常領域（ＣＨ）と可変領域（ＶＨ）を有する。１つの種にお
いて、定常領域は、同じアイソタイプのすべての抗体で本質的に同一であるが、異なるア
イソタイプの抗体では異なる。重鎖γ、α、およびδは、３つのタンデム型のＩｇドメイ
ンと、可撓性を加えるためのヒンジ領域とから構成される定常領域を有し、重鎖μおよび
εは、４つの免疫グロブリン・ドメインから構成される定常領域を有する。重鎖の可変領
域は、異なるＢ細胞によって産生された抗体では異なるが、単一Ｂ細胞またはＢ細胞クロ
ーンによって産生された抗体すべてについては同じである。各重鎖の可変領域は、約１１
０アミノ酸長であり、単一のＩｇドメインから構成される。
【００５０】
　哺乳類では、λおよびкで表される２種類の免疫グロブリン軽鎖がある。軽鎖は２つの
連続するドメイン、すなわち１つの定常ドメイン（ＣＬ）および１つの可変ドメイン（Ｖ
Ｌ）を有する。軽鎖のおおよその長さは、２１１～２１７個のアミノ酸である。各抗体は
、常に同一である２本の軽鎖を有し、哺乳類の各抗体につき、軽鎖кまたはλの１つのタ
イプのみが存在する。
【００５１】
　すべての抗体の一般的な構造は非常に類似しているが、所与の抗体の固有の特性は、上
記で詳述したように、可変（Ｖ）領域によって決定される。より具体的には、各軽鎖（Ｖ
Ｌ）について３つおよび重鎖（ＨＶ）に３つの可変ループが、抗原との結合、すなわちそ
の抗原特異性に関与する。これらのループは、相補性決定領域（ＣＤＲ）と呼ばれる。Ｖ
ＨドメインおよびＶＬドメインの両方からのＣＤＲが抗原結合部位に寄与するので、最終
的な抗原特異性を決定するのは重鎖と軽鎖の組合せであり、どちらか単独ではない。
【００５２】
　「抗体フラグメント」は、上記で定義した少なくとも１つの抗原結合フラグメントを含
み、そのフラグメントが由来する完全抗体と本質的に同じ機能および特異性を示す。パパ
インによる限定的なタンパク質消化は、Ｉｇプロトタイプを３つのフラグメントに切断す
る。１つの完全なＬ鎖および約半分のＨ鎖をそれぞれが含む２つの同一のアミノ末端フラ
グメントが、抗原結合フラグメント（Ｆａｂ）である。サイズが同等であるが、鎖間ジス
ルフィド結合を有する両方の重鎖の半分の位置でカルボキシル末端を含む第３のフラグメ
ントは、結晶可能なフラグメント（Ｆｃ）である。Ｆｃは、炭水化物、相補結合部位、お
よびＦｃＲ結合部位を含む。限定的なペプシン消化により、Ｆａｂ片とＨ－Ｈ鎖間ジスル
フィド結合を含むヒンジ領域の両方を含む単一のＦ（ａｂ’）２フラグメントが得られる
。Ｆ（ａｂ’）２は、抗原結合に対して二価である。Ｆ（ａｂ’）２のジスルフィド結合
は、Ｆａｂ’を得るために切断することができる。さらに、重鎖および軽鎖の可変領域は
、縮合して単鎖可変フラグメント（ｓｃＦｖ）を形成することもできる。
【００５３】
　薬学的に許容される塩は、たとえば、酸付加塩および塩基性塩である。酸付加塩として
は、たとえば、ＨＣｌまたはＨＢｒ塩がある。塩基性塩は、たとえば、アルカリまたはア
ルカリ土類金属、たとえば、Ｎａ＋、またはＫ＋、またはＣａ２＋から選択されるカチオ
ン、または、アンモニウムイオンＮ＋（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）（式中、Ｒ１～
Ｒ４は互いに独立に：水素、場合により置換されたＣ１～Ｃ６アルキル基、場合により置
換されたＣ２～Ｃ６アルケニル基、場合により置換されたＣ６～Ｃ１０アリール基、また
は場合により置換されたＣ６～Ｃ１０ヘテロアリール基を意味する）を有する塩である。
薬学的に許容される塩のさらなる例は、「Ｒｅｍｉｎｇｔｏｎ’ｓ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕ
ｔｉｃａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ」１７版、Ａｌｆｏｎｓｏ　Ｒ．Ｇｅｎｎａｒｏ（編）、
Ｍａｒｋ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｅａｓｔｏｎ、Ｐａ．、Ｕ．Ｓ．Ａ
．、１９８５およびＥｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙに記載されている。
【００５４】
　薬学的に許容される溶媒和物は、たとえば、水和物である。
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【００５５】
　当業者には、本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、本発明に様々な修正およ
び変更を加えることが可能であることがさらに明らかになるであろう。さらに、添付の特
許請求の範囲で使用される参照符号はいずれも、本発明の範囲を限定するものと解釈され
ないことに留意されたい。
【００５６】
　以下では、本発明の好ましい実施形態について、図面を参照して詳細に記述する。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】第１の構成における表示装置の概略的な側面図である。
【図２】第２の構成における図１による表示要素を示す図である。
【図３】透過の幾何形状で動作する表示装置を示す図である。
【図４】第１の構成において、隣接して配設された多数のレンズ部分を使用する表示装置
の側面図である。
【図５】第２の構成における図４による表示装置を示す図である。
【図６】図１～図５による表示装置を備えたペン型注射器を概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　図１に示される表示装置２０は、第１の方向４０に沿って交互に配置された表面部分２
６、２８を特色とする、平坦で滑らかな形の第１の表示部材２２を備える。示されるよう
に、表面部分２６はすべて、相互に関係付けられ、特定の色、または任意の種類の符号、
文字もしくは数字とすることが可能な第１の情報が見えるように適合させることができる
。同様の方法で、表面部分２６によって隔てられた表面部分２８も、第１の情報とは異な
る第２の情報を表示するように、すべて相互に関係付けられる。
【００５９】
　たとえば、すべての表面部分２６は、緑色を特色とすることができ、すべての表面部分
２８は、赤色を特色とすることができる。第１の表示部材２２の頂部には、吸光カバー部
分３０によって隔てられた多数の開口部３２を特色とする第２の表示部材２４が設けられ
る。第２の表示部材２４は、規則的に配置されたスリットのような開口部３２を特色とす
るフレームのような構造を備えることができる。
【００６０】
　第２の表示部材２４は、第１の表示部材２２の頂部に実質的に重なり合う形で配置され
る。第１の表示部材２２と第２の表示部材２４の間の相互の距離５０は、第１の表示部材
２２のすべての表面部分２６またはすべての表面部分２８がそれぞれ、交互に見えるよう
にまたは見えないように適合させることができる。第１の表示部材２２および第２の表示
部材２４は、表面部分２８から発する光４４のみが、第２の表示部材２４の規則的に配置
された開口部３２を通して伝わることができると同時に、第２の表示部材２４の吸光カバ
ー部分３０が吸光シャッターとして働くように重ねられる。
【００６１】
　図１および図２に示される実施形態は、反射の幾何形状用に設計されている。したがっ
て、第２の表示部材２４は、表面部分２６に対するある種のシャッター機能も提供し、し
たがって、表示部材２０に入射する光が表面部分２６に当たるのを実質的に妨げる。
【００６２】
　周期的に配置された表面部分２８は、それから発するすべての光ビーム４４が、視覚的
な情報を形成または確立するように相互に関係付けられ、視覚的な情報は、特定の、むし
ろ決まった形のない色とすること、または符号、文字もしくは数字を含むことができる。
それに応じて、様々な表面部分２６が、任意の種類の視覚的に表示可能な情報の単一フラ
グメントを含むことができる。
【００６３】
　図２による表示装置２０’の構成は、第２の表示部材２４’の吸光カバー部分３０が、
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ここでは第１の表示部材２２のすべての表面部分２８と実質的に重なるように、第２の表
示部材２４’を方向４０に沿って右手側に変位させた点において、図１に示されるものと
異なっている。この構成では、すべての表面部分２６は見えるが、第１の表示部材２２の
表面部分２８は隠されて見えない。
【００６４】
　図１および図２から明らかになるように、第１の表示部材２２および第２の表示部材２
４の相互の変位は、第１の方向４０に沿った表面部分２６、２８の延びる範囲と同じくら
い小さくすることができる。しかしながら、表面部分２６または２８から発するすべての
光ビーム４４によって補完される情報の全体の大きさは、単一の表面部分２６、２８の大
きさを複数倍上回る。したがって、あらかじめ、第１の表示部材２２および第２の表示部
材２４のわずかなほとんど目に見えない変位を行うことによって、多数の規則的に配置さ
れた表面部分２６、２８によって補完される、かなり大きく明確でコントラストに富んだ
目に見える情報を提供することが可能になる。
【００６５】
　図３による実施形態では、図１および図２に示される第１の表示部材２２が、少なくと
も部分的に透明な交互に配置された表面部分４６、４８を特色とする、異なる第１の表示
部材４２によって置き換えられている。実質的に、この変更された表示装置６０は、明示
的に示されていない光源を、第１の表示部材４２の第２の表示部材２４と反対の方向を向
く側に配置する、透過の幾何形状で動作させることができる。
【００６６】
　しかしながら、第２の調光表示部材を、光源と、読取り可能なまたは視覚的な情報を保
持する第１の表示部材との間に配置する、第１の表示部材４２および第２の表示部材２４
の代替的な配置も考えられる。
【００６７】
　代替的な構成では、選択された表面部分４８のみが透明かつ光透過性であり、他の表面
部分４６が光を吸収し反射することも考えられる。こうして、表示装置６０の異なる構成
は、図３に示される表面部分４８が、内部光源によって能動的に照明される点において、
光学的に向上させることが可能であり、一方、表面部分４６が第２の表示部材２４の開口
部３２と実質的に重なる異なる構成では、内部光源から提供された照明を実質的に吸収し
、したがって、反射モードにおいてのみ情報を提供するように適合される。
【００６８】
　図４および図５は、表示装置７０のさらなる実施形態を説明するものである。ここでは
、第２の表示部材３４は、交互に配置された表面部分２６、２８の周期性に適合する第１
の方向４０に沿った周期性を特色とする、多数の拡大レンズ部分３６を備える。図４によ
る構成では、第２の表示部材３４の平凸形のレンズ部分３６は、表面部分２８と実質的に
重なり、表面部分２８が、使用者に対して拡大された画像５２の形で示される。
【００６９】
　近くにあるまたは隣接するレンズ部分３６の間に位置するギャップ部分３８は、表面部
分２６と実質的に重なる。表面部分２６から発する光線４４は、その表面部分２６からの
光が使用者にはほとんど見えないように、第２の表示部材３４によって回折および／また
は反射される。こうして、表面部分２６は、実際上は見えなくなる。
【００７０】
　第１の表示要素２２および第２の表示要素３４を相互に移動または変位させることによ
って、たとえば図５に示すように、第２の表示部材３４を左に移動させることによって、
表面部分２６から発する光ビーム４４が拡大され、図５に示す拡大画像５４を得ることが
できる。図４および図５による実施形態を、反射の幾何形状と透過の幾何形状の両方で駆
動することができる。しかしながら、表面部分２６、２８の垂直方向の距離５０および周
期性、ならびに調光構造体３６の幾何形状は、通常、第１の表示部材２２および第２の表
示部材３４の相対変位によって、すべての表面部分２６またはすべての表面部分２８が見
えるように、または見えないように（逆もまた同様である）最適化され、相互関係を有す
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る。
【００７１】
　図４および図５による実施形態は、様々な表面部分２６、２８に位置し、その全体にわ
たって空間的に分布させた、細分化された情報の拡大を提供する点においてさらに有益で
ある。
【００７２】
　ここでは、第１の表示部材２２および第２の表示部材２４の１次元の相対変位について
のみ示すが、本発明は一般的に、第１の表示部材および第２の表示部材の、好ましくはそ
れらの表面部分の面内における２次元の変位に拡張することも可能である。第１の表示部
材および第２の表示部材の相互の変位に応じて、第１の表示部材は、たとえばチェス盤の
ようなパターンに配置された異なる表面部分を備えることができる。それに応じて、第２
の表示部材の調光構造体は、それぞれのパターンまたは格子構造を備えることができる。
【００７３】
　図６はさらに、ペン注射器型の薬物送達デバイス１０を示している。デバイスは、駆動
機構１１を収容する働きをするハウジング構成要素１２を備えるが、ここでは駆動機構１
１について詳しく説明しない。遠位に向かって、すなわち図６の左手側に向かって、薬物
送達デバイス１０は、デバイス１０によって投薬される薬剤で充填されたカートリッジ１
６を受けるように働く、カートリッジ・ホルダ１４を備える。カートリッジ・ホルダ１４
の遠位端部分は、それによってカートリッジ１６に含まれる薬剤を生体組織に注射するこ
とが可能な穿孔組立体をねじ込み式にかつ解放可能に受けるために、ねじ付ソケット１８
を備える。
【００７４】
　反対側、したがって近位端部分１５には、デバイス１０は、使用者がそれによって薬剤
の用量を個々に設定および／または投薬することが可能な用量ダイヤルおよび／または注
射ボタンを備える。
【００７５】
　図６にさらに示すように、薬物送達デバイス１０は、薬物送達デバイス１０の少なくと
も２つの異なる構成を視覚的に示すために、これまでの図１～図５のいずれか１つに示さ
れる表示装置２０を備える。
【００７６】
　図１～図５による様々な実施形態では、異なる情報を表す２つの異なる表面部分２６、
２８のみが記述されるが、本発明は２つの異なるタイプの情報のみの例に限定されない。
概して、それぞれの数の異なる情報を選択的に見えるようにするために、多数の、すなわ
ち３つでも、４つでもまたはさらに多いタイプの相互に関係付けられた表面部分を、第１
の表示部材の上に設けることが考えられる。
【符号の説明】
【００７７】
　１０　薬物送達デバイス
　１１　駆動機構
　１２　ハウジング
　１４　カートリッジ・ホルダ
　１５　近位端
　１６　カートリッジ
　１８　ねじ付ソケット
　２０　表示装置
　２２　表示部材
　２４　表示部材
　２６　表面部分
　２８　表面部分
　３０　カバー部分
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　３２　開口部
　３４　表示部材
　３６　レンズ部分
　３８　ギャップ
　４０　方向
　４２　表示部材
　４４　光ビーム
　４６　表面部分
　４８　表面部分
　５０　距離
　５２　画像
　５４　画像
　６０　表示装置
　７０　表示装置

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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